ノッティングヒル･カーニバルの仮装パレードが語る「奴隷制」 : 奴隷貿易禁止法成立二百周年の仮装芸術を事例として by 木村 葉子























かれらは 15 世紀から 19 世紀にかけて行なわれた大西洋奴隷貿易で、アフリカからカリブ
海地域へ売られた奴隷の子孫にあたる。大西洋奴隷貿易では、アフリカから大西洋を渡っ
た奴隷の数は 1,200 万人を超え、人類史上最も凄惨を極めた中間航路の航海では、200 万人
以上が命を落とした（HM Government 2007: 2）。 
このような悲惨な奴隷制を終わらせるため、イギリス議会で奴隷貿易禁止法が成立した
のが 1807 年 3 月 25 日で、2007 年は奴隷貿易禁止法成立二百周年を記念する年であった。




















行なった。本稿は、2004、2005、2006、2007、2008 年の 8 月から 9 月にかけてのロンド














にしたものが表 1 である。文化･メディア･スポーツ省では、約 170 のプロジェクトに対し






年にナポレオンによるフランス帝国が成立すると、再度法案を議会に提出し、1807 年 3 月
に奴隷貿易廃止法案が議会で可決された。その年の 5 月以降、奴隷船の出航と、翌年の 3
月には植民地での奴隷の陸揚げが禁止されたが、イギリス帝国内で奴隷制度が廃止された
のは、さらに二十数年を経た 1833 年であった（井野瀬 2007: 163-165）。 
国会議事堂にあるウエストミンスター･ホールでは、「イギリスの奴隷貿易、奴隷制度廃












No. 記念行事の主催団体･博物館の名称 開催期間 記念行事及び博物館･美術館の展示内容 開催地域 
 1 ロイヤル･ミント（王立鋳貨局） 07/01 奴隷貿易禁止法成立記念硬貨の発行 全国 
 2 ハル市議会 07/01/17~07/03/01 ウィルバーフォース･記念レクチャー ハル 
 3 スモール･アイランド･リード 07/01~07/03 作家アンドレア･リービーの読書会 全国 
 4 ウオーターフロント博物館 07/01/18~07/03/01 人種間機会均等のプロジェクト スウォンジー 
 5 王立海軍博物館 07/02/03 自由の追跡･海軍と大西洋奴隷貿易 ポーツマス 
 6 大英博物館 07/02/22~08/04/06 大西洋奴隷貿易とアイデンティティ ロンドン 
 7 ヴィクトリア･アルバート博物館 07/02/23~07/02/24 サトウキビ農園からティーカップへ ロンドン 
 8 上記博物館分室･子供博物館 07/02/24~08/03/02 若くして逃亡した奴隷たち ロンドン 
 9 ロイヤル･フィルハーモニア楽団 07/02/24 奴隷貿易禁止法記念コンサート 全国 
10 奴隷制廃止論者の「鎖の行進」 07/03/01~07/03/25 ハルからロンドンまで鎖をつけて行進 全国 
11 ヘアウッド･ハウス 07/03/16~08/11/02 1807年のヘアウッド ヨークシャー 
12 ウィスベク･フェンランド博物館 07/03~07/11 クラークソン･ブラザーズの展覧会 ケンブリッジ 
13 ブレント･カウンシル 07/03/20 歴史の重荷 ロンドン 
14 ロイヤル･メール 07/03/22 奴隷貿易廃止論者の記念切手6種発行 全国 
15 ブリストル･ベイ企画 07/03/22 映画「アメージング･グレース」封切り 全国 
16 リバプール大聖堂 07/03/25 世界教会的な悔悛の記念礼拝 リバプール 
17 ブリティッシュ･ライブラリー 07/03/24~07/07/01 奴隷状態と奴隷解放までの苦闘 ロンドン 
18 ブリストル大聖堂 07/03/25 奴隷制度回想と悔悛の記念礼拝 ブリストル 
19 カーディフ市議会 07/03/25 奴隷貿易禁止法成立200周年記念 カーディフ 
20 オール･セインツ教会 07/03/25 自由のための苦闘を想起する記念礼拝 ロンドン 
21 カムデン･イベント 07/03/25~07/04/28 勇気から自由へ（大英博物館等での展示） ロンドン 
22 ウエストミンスター寺院 07/03/27 奴隷貿易禁止法成立200周年記念礼拝 ロンドン 
23 ウィルバーフォース杯 07/03/28 ハルからロッテルダムまでの帄船レース ハル 
24 ヨーク･シアター･ロイヤル 07/03/30 映画「アフリカの雪」上演 ヨーク 
25 アフリカン･ファミリーズ基金 07/04/05~07/10/30 スティッチーズ（パッチワーク作品展示） 全国 
26 ヘリテージ･ロッテリー基金 07/04/10~07/12/31 ダーク･ヘリテージ（全国7か所） 全国 
27 リバプール･ジョンムーアズ大学 07/04~07/10 奴隷制度に関するロスコー･レクチャー リバプール 
28 英国帝国連邦博物館 07/04/23~09/04/23 鎖をこわす･奴隷制度廃止 ブリストル 
29 テート･ギャラリー 07/04/30~07/10/21 1807年:ブレーク、奴隷制と急進派 ロンドン 
30 人種間機会均等委員会 07/05 ウィルバーフォース議員の演説 全国 
31 ナショナル･トラスト 07/05~07/10 砂糖と奴隷制:ペンリン城との結びつき ウエールズ 
32 マンチェスター博物館 07/05/05~08/05/05 暴露された歴史:奴隷制を回想する マンチェスター 
33 ウィルバーフォース研究所 07/05/16~07/05/19 奴隷制:未完の事業のカンファレンス ハル 
34 ウエストミンスター･ホール 07/05/23~07/09/23 英国の奴隷貿易:奴隷制廃止･議会･人  々 ロンドン 
35 ケンウッド･ハウス 07/05/24~07/09/02 マンスフィールド卿･奴隷制･正義 ロンドン 
36 ウエールズ国立博物館 07/05~07/12 奴隷制に関する展示 カーディフ 
37 リバプール･セフトン･パーク 07/06 アフリカ･オイ･フェスティバル リバプール 
38 奴隷制廃止論者の「鎖の行進」 07/06/03~07/07/11 ロンドン･ブリストル･リバプール行進 全国 
39 ナショナル･ギャラリー 07/07/20~07/11/04 スクラッチ･ザ･サーフェス ロンドン 
40 マージサイド海事博物館 07/08/23 奴隷解放の職務 リバプール 
41 リバプール博物館 07/08/23 国際奴隷博物館開館 リバプール 
42 国立海事博物館 07/08/23 現代奴隷制記念行事のディベート ロンドン 
43 ユネスコ 07/08/23 奴隷制度を回想する国際デー 全国 
44 大ロンドン庁 07/08/23 メモリアルデー･ジョイント･シティ ロンドン 
45 ノッティングヒ･カーニバル 07/08/26~07/08/27 禁止法成立200周年記念仮装パレード ロンドン 
46 大ロンドン庁 07/09 フリーダム･コンサート（ハイドパーク） ロンドン 
47 バーミンガム博物館･美術館 07/09/13~08/01/13 エキアノ･プロジェクト バーミンガム 
48 ヤア･アサンテワ･アーツセンター 07/09/15~07/10/31 ウエストミンスターと大西洋奴隷貿易 ロンドン 
49 イプスイッチ博物館 07/09/26~08/06/30 奴隷貿易廃止:トマス･クラークソン イプスイッチ 
50 ブリストル市議会 07/10 ブラック･ブリストル･アーカイブス ブリストル 
51 ブラック･ヒストリー･マンス 07/10 アミスタッド:大西洋奴隷貿易からの自由 全国 
52 ハンテリアン博物館 07/12/21 人種と主体性:1720年から1820年 グラスゴー 
53 ウエアー博物館 08/02~08/03/07 相違:トマス･クラークソンの物語 北イングランド 
54 ドックランド博物館 08/02/20~08/04/23 抵抗と達成:アフリカ人とカリブ人 ロンドン 
55 チェルムスフォード博物館 08/06/28~08/08/25 最も長い旅路:奴隷制から奴隷制廃止 エセックス州 
HM Government (2007), http:www.culture.gov.uk, http://www.itzcaribbean.comより筆者作成 
 




No. マスバンドの名称（アルファベット順） 型 2007年のマスバンドのテーマ 
1 アラワク Ⅳ パウ･ワウ 
2 バルバドス･カーニバル･コミティ Ⅰ ついにみんな自由になった 
3 バッカナリア Ⅱ メキシコにむかって 
4 バタラ（サンバスクールの太鼓部門） Ⅴ アフロ･ブラジル文化のプロモーション 
5 ダーク･インスピレーションズ Ⅰ 蝶の世界 
6 ビーラーハー･スイート･コンビネーション Ⅰ サトウキビ農園から水晶のグラスまで 
7 バルキーツUK Ⅰ 仮面の陰に 
8 キャラバッシュ･カーニバルクラブ Ⅱ 過去から未来へ:ハリケーンのあとの追悼 
9 チャッツ･プレース Ⅱ コンセプト 
10 親と子のカーニバル連合 Ⅱ 翼をたずさえて 
11 コキイー Ⅱ 過去からの仮装 
12 ドラゴンズ･カーニバルクラブ Ⅰ 「オデッセイ」:永遠に自由を 
13 エボニー･マス Ⅲ カリブの海賊 
14 フュージョン･コミュニティ･アーツ Ⅰ 大地:嵐のあとの太陽 
15 フランボイヤン･カーニバルクラブ Ⅰ スピリットの世界からのメッセンジャー 
16 フラミンゴ･カーニバルアーツ Ⅰ アジアのエッセンス 
17 フォックス･カーニバルバンド Ⅱ 花園のフォックス:カーニバルの伝統 
18 ジェネシス･カーニバル･カンパニー Ⅰ ルネッサンス･トリロジー:フリーダムのファンタジー 
19 ヘリテージ･ソーシャル･ダンス･アンド･アート Ⅱ 奴隷制度廃止:アメリカの南北戦争 
20 アイシス･カーニバル Ⅱ 生命の循環:自然と美しさ 
21 インスピレーションズ･アーツ Ⅱ ついにみんな自由になった 
22 インベーダーズ･マスバンド Ⅰ 古代ギリシャの神話と伝説 
23 ジャンブーレー･カーニバルアーツ Ⅰ 多様性をもつ私たちすべての人々の繁栄 
24 クウンバ･カーニバルバンド Ⅱ 「真実」の奴隷廃止論者 
25 ラ･トリニティ Ⅱ ジャブジャブ 
26 マホガニー･カーニバルクラブ Ⅰ フリーダム･ソング 
27 マングローブ･マス Ⅲ 「失われた世界」パート１ 
28 マス･ドミニックUK Ⅱ 私は今でもたちあがる 
29 マスカレード2000 Ⅰ アフリカ開花（アフリカ･アンフォールズ） 
30 ノスタルジア･カーニバルクラブ Ⅲ 奴隷解放 
31 オキシジェン･マスバンド Ⅱ カリブの季節･カリブの宝石 
32 パディントン･アーツ･エリムー Ⅰ Nanse Nton Tan (クモの巣) 
33 パライソ･サンバスクール Ⅴ 映画の素晴らしい世界 
34 パディントン･スクール Ⅰ ヤアが知っている物語:最終章:ヤアは動き続ける 
35 ピープルズ･オブ･パラダイス Ⅱ 子孫達:アウト･オブ･アフリカ 
36 ピープルズ･ワールド Ⅱ フリーダム:鎖を断ち切る 
37 パーペチュアル･オデッセイ Ⅰ 復活:音楽によるブラック･ヒストリー 
38 フェニックス･カーニバル･コスチューム･バンド Ⅱ ローマ人のバッカナル 
39 ポイズンUK Ⅳ ネクスト･レベル 
40 ピュア･ライム Ⅳ チョコレート 
41 シェードメーカー･カーニバルクラブ Ⅰ クラン 
42 ソカ･マシーブ･アソシエーツ Ⅱ フリーダム2007 
43 サウス･コネクションズ Ⅰ 旅路は今はじまった 
44 スターダスト Ⅲ フリーダム 
45 セント･クレメント･アンド･セント･ジェームズ Ⅰ アウト･オブ･アフリカ 
46 サンシャイン･インターナショナル･アーツ Ⅱ 自由のスピリッツのダンス 
47 プライド Ⅱ 光とフリーダム 
48 マッシュ･カーニバル･マスバンド Ⅱ We Outta GT 
49 トリニダード･トバゴ･カーニバルクラブ Ⅱ フリーダム 
50 トロピカル･アイルズ Ⅰ マルチン･ルーサー･キングの夢をもつこと 
51 TTマダーズ Ⅳ マダーズ･アース 
52 ユニティ･カーニバルアーツ Ⅱ 解放:西洋のヘレネー 
53 ヤア･アサンテワ･カーニバル･グループ Ⅰ ヤアが知っている物語:最終章:ヤアは動き続ける 
聞き取り調査、木村（2007）、Notting Hill Carnival Grooves (2007) pp. 49-51 より筆者作成 
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ヴァルに位置している。約 200 人のメンバーの多くがアフロ･カリビアンである。2005 年
からトリニダード出身で新進気鋭のコスチューム･デザイナー、ショーン･キャリントンを
むかえた。七種類の一般用仮装衣装に対するかれの意味づけは以下のとおりである。 
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つとめている。このマスバンドでは、2005 年から 2007 年の奴隷貿易禁止法成立二百周年
まで 3 年間のプロジェクト「ヤアが知っている物語」を行なった。このプロジェクトでは、
イギリスにおける黒人の歴史を 1400 年から 1799 年、1800 年から 1948 年、1948 年から
現代までの時代に区分し、一つの物語として構成した。 
 
3-3-1. 「ヤアが知っている物語 第 1 章 最初の時代」（2005 年） 











































3-3-2．「ヤアが知っている物語 第 2 章 ヤアはどのようにやってきたか」（2006 年） 
 2006 年の「ヤアはどのようにやってきたか」は、奴隷貿易が終息にむかう 19 世紀初頭
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